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論 文内容の要旨
日本には旧石器時代の追跡が約4.500か所あるが，その大半は約3万年前以降の後期1石器時代に属し
ている。これらの遺跡、は，普通.10-:)0の遺跡があつまって遺跡群を形成している。長野県の野尻湖遺跡
群は，中期IH石器時代から縄丈時代草創期までの39遺跡があり，研究条件の整った濯跡群の lつである。
本研究では，野尻湖遺跡、群を対象として，遺跡の地理的位置，層序，その文化内容と編年・対比について
検討し遺跡の立地条件の変遷を考察した。
ここでは中期旧石需時代末の野尻湖文化，後期旧石誌時代前半期の局部磨製石斧と台形状ナイフ形石器
(台形機石器)の石器文化，後半期のナイフ形石器と尖頭器iこ代表される文化，そして旧石器時代末から
縄文時代初頭にかけての細石月文化，神子柴文化，縄文市.創期文化などがみられる。遺跡、の立地は，後期
更新世の湖沼なと。のー占水戚との密接な関連がみられる。さらに，古い時期の遺跡が高い地形面にあり，新
しい時期のものは，水域に近く低い地形市に立地する傾向がある。また.遺跡立地は，古地理的な要因だ
けでなく，遺跡、の性格や石器石材原産地との関係，そして人類の生産活動の様式など古経済的な安閃にも
よる。
他地域との対比をおこなった結果，ーー般に中期旧石器時代の遺跡は，占い時代に形成された多摩丘陵な
ど高仲ーの任陵や段目:に立地し，約3万年前以降の後期!日石探時代の遺跡、は，最終問氷期末から最終氷期の
はじめにかけて形成された武蔵野面群に立地する傾向があることが明らかとなった。約1.2万年前の縄文
時代革命j期になると，更新世末に形成されたばかりの青柳而などJlI沿いの氾瀧原的な地形面に遺跡が介.地
するようになり，縄文時代後期以降には低湿地iこも進出するようになる。
論文審査の結果の要旨
後期日石器時代は約3H年前の最終氷期の後半から約1.2h・.$前の縄文時代の始まりまでの間であり，
最終氷期展望寒冷期を挟む後期更新世の最後の期間である。日本列島ではこの時代，狩猟・採取に巾心を置
いた人々が生活していた。このような我々の祖先の生活の場である古環境を推定するために，筆者は第四
紀層{立学の子法を用いて遺跡立地の古地理学的条件を明らかにした。最終氷期最寒冷期には海水準が現在
より100mも低下していたり，気候も現在より 5--7C低いなど.古地理を含む古環境は現在とはその様
相を異にしていた。したがって，この時代の遺跡の立地を検討する場合には，そのことを考慮しなければ、
ならなL、
筆宥はまず後期旧七器時代遺跡が集中し多くの遺物が1.¥土しているなと研究条件の整勺ている長野県
北部の遺跡をとりあげて詳細に検討を加えたc これらの遺跡の層準を決定するために広域火山灰層と地域
lB -
的火山灰層を組み合わせて.火山灰層位学的子法で遺跡、の年代を明らかにし， 10-30の同時代の遺跡から
なる遺跡群を識別した。次いで， これらの遺跡群のうちのひとつである野尻湖遭跡群の個々の遺跡に関す
る出十ー造物を詳細に検討し，個々の遺跡の性格を明らかにしたc 一方， この遺i~、計を含む長野県13濃町周
辺の上部更新統の地質図を作成しそれをもとにこの地域の肯地理を復元した。
この結果，後期旧石器時代遺跡のうち長期間の滞在を示す追跡は，当時の湖沼や河川の近くに立地し，
それ以前の中期旧石器遺跡の立地場所である丘陵地から一段下がった地形曲i!こ移動していることが確認さ
れた。この後期旧石器時代のなかでも，新期のものは比高の小さい低位段丘に移り.縄文時代草創期には
その時代のtl2i監原にまで進出するようになったことを明らかにした。また， これとは別に，石器の原材料
となる石材原産地には標高1.600m以上の.当時としては極めて寒冷な地域にも遺跡、が立地している。筆
者はさらに，このような遺跡立地条件は信濃川流域や関東の後期日石諒時代遺跡にも共通するものである
ことを明らかにしている。
以上のように，本論文で筆者は地質層序区分ならびにそれに基づく古地理の復元を確実に行ない，山上
遺物の用途にもとづいた遺跡の性格を明らかにしたうえで，精度良く後期旧七器時代遺跡の古地理学的立
地条件を推定した。したがって本論文は第四紀地質学の分野での発展に寄与する成果を得ており.博士
(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
